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1. 目的 

金城学院大学現代文化学部情報文化学科は、卒業論

文または卒業制作を必修単位として課している。内容

はコンピュータのソフトウェアを中心とした情報科学

的な内容から経営学・社会学・文化学から広告マーケ

ティングまで幅広い内容を扱っている。私たち中田ゼ

ミの10名は３年次から自主映画制作に取り組み、台本

作成から撮影・編集まですべてゼミ学生を中心に短編

映画を完成させることを目指してきた。今回、3年後期

から始めた映画制作の目的は「ゼミ生全員で納得でき

る作品を作る」ことを重点に置いた。 

昨年映画を制作した際、ゼミ生全員での話し合いと

取り組みが不十分であったため、台本を始めカメラの

使い方のノウハウがゼミ生全員に行き渡らず、チーム

プレイが重要とされる作業であるにもかかわらず協力

してできないことが多かった。また完成した作品を見

ても、演技力やカメラワーク等の技術力も欠けており、

とても納得のいく作品とはならなかった。そこで、前

回の反省として各々の課題を見つけ、一人一人に映画

制作の一員としての自覚を持たせ、さらに目的意識を

高めさせた。 

今回の作品では話し合いの段階から十分に時間を取

ることにした。また、それぞれがカメラや照明や音声

などすべての作業に携わることで、様々な場面での役

割と機材の使用方法を学び、他人任せになることがな

いように徹した。またセリフに関しては役柄を十分に

理解し、言い回しに注意しながら修正を繰り返して作

り上げた。そして完成した台本を何度も読み込み、感

情の込め方や表情やしぐさなど全員が納得のいく演技

を心がけて撮影に挑んだ。 

こうして一つ一つ徹底して行うことによって、チー

ムプレイができるようになり、連絡事項等の共有や、

準備や作業がスムーズに行うことができた。 

 

2. 脚本制作について 

2.1 テーマ 

最初に10人で出演することを条件とし、それぞれが

どのようなテーマの映像を制作したいのか考え、それ

を発表し合った。その意見の中から自分達に見合った

テーマを厳選した結果、私たちの大学が旧校舎を壊し、

新校舎に建てなおすため、旧校舎に込められた思い出

を映像として残したい。そのために学校を舞台にしよ

うと決めた。「金城学院大学に7つの不思議があり、そ

の不思議を解明していく中で、自分達が人間として成

長していく」というテーマに決定し、考え方としては、

「金城学院」らしさを出すために、他大学には無いよ

うな場所を設定し、出し合った案で固めた。また、そ

れ以外は映像にメリハリをつけるためにコメディー要

素を入れ、視聴者が飽きを感じないように工夫をした。

それが“未来への遺言”という台本に結実した。 

2.2 登場人物 

次は登場人物についてである。これも七不思議と同

様に考えていった。登場人物は全員、個性を強くして

いこうと最初に決めていたため、多様な性格を 30～40

個各自でリサーチし、案を持ち寄った。そこから同じ

ような案を添削し、最終的に出演人数である10個の性

格にまとめた。これを現実の自分達に一番近い性格を

当てはめることで、素人でも自然な演技が出来ると考

え、性格を割り振った。ただ、自分達の成長の物語で

あることから、敢えて性格が真逆である登場人物を 2

人や 3 人で組ませ、そのグループで脚本を進めていっ

た。これにより、台本自体に愛着を持たせ、イメージ

を自分達で作り、把握することで自然な演技をするこ

とができ、撮影自体もスムーズに進むだろうという目

論見もあった。 

2.3 共同作業の進め方 

脚本は大学で導入している Education プログラムの

Google ドライブで共有し、それぞれが空いている時間

にすぐに書き込めるようにバージョン管理を行った。

また話し合いの場として、台本や絵コンテや写真など、

ファイルを共有してバージョン管理をする場合には

Facebook のグループ機能を用いた。特に、緊急の連絡

にはLINEのグループ機能が有効であった。こうした作

業を続け、2012年10月から始めた脚本制作は2013年

1月に完成することができた。3年前期にショートフィ

ルムを制作した際、脚本制作が短時間であったことが

反省点として挙がったため、今回は時間をかけて制作

した。このように前回の反省を活かした結果、より良

い脚本制作ができたと考える。 

 

3. 撮影 

3.1 絵コンテ・香盤・スクリプト・プロップス 

撮影には台本はもちろん、カット割りを決めるための

絵コンテと香盤、スクリプト及びスケジュールの管理が
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必要である。特に、私たちのような職業映画スタッフで

はない者には、撮影をスムーズに行うための進行表が絶

対に必要である。中でも絵コンテと香盤及びプロップス

（小道具）表は撮影時には不可欠である。衣装・ヘヤー

スタイル・持ち物・履物、など、この台本は１日の数時

間以内に推移するストーリーなので、衣装の統一は最重

要な問題であった。撮影に使用する小道具は、店頭に無

い場合自分たちで制作し、映画のプロットで重要な鍵に

なるサイコロも自分たちで作った。 
 

 
 

図１ 絵コンテの１枚 

 

3.2 撮影機材 

メインカメラはSony HDV1080i という miniDV テープ

のカメラを使い、シネフレームの 24 フレームで擬似映

画カメラとして撮影した。ビデオカメラを持ち込めない

場所には、サブカメラとしてCANON EOS 3の一眼レフを

用途に合わせて使った。その他、ガンマイク、レフ板、

照明器具、カチンコ（clapperboard）など映画に必要な

すべての道具を使った。 

演者の表情や情景を分かりやすく伝えるためにカメ

ラの向きやカット割りを細かく決めた。そうすることで、

次の編集過程に持ち込みやすくすることもできよりこ

だわった画になった。もちろん、ゼミ生 10 人がフル出

演の場面はゼミの指導教官が一人でガンマイク片手に

カメラを回さざるを得なかった。 

3.3 撮影方法 

撮影では、ゼミ生全員で撮影や編集等、映画を作る過

程すべてを行うため、各自がどの役割でも出来るように、

積極的に行動した。機材の使用方法で不明な点があれば

ゼミの指導教官に聞いたり、自分たちで意見交換をした

りすることで撮影の効率化を図った。さらに重い機材を

女子だけで扱うこと等、女子大ならではのデメリットも

あったが、長いカットの場合はお互いが協力し合って撮

影を進めていくことでカバーすることができた。 

反対に、女子大だからこそ演技面での的確なアドバイ

スやサポートをすることができた。撮影をする中で女子

だけで行うことの大変さも感じることも多かったが、そ

れをチームで乗り越えたことは私たちの大きな成長に

も繋がった。10人がすべての役割をするという難題に挑

戦したのは初めての試みだったため、前回の作品の良い

点悪い点を活かした撮影を行うことができたと感じて

いる。 
 

 
 

図２ 撮影風景 カメラ・ガンマイク・カチンコ 

 

4. 編集について 

編集は iMac を使って FinalCut Pro で編集を進めて

いる。撮った映像を生かすも殺すも無言の芸術と言わ

れる編集（postproduction）の力である。そのため、

私たちは編集に時間をかけて工夫を凝らしている。極

端な例では、10 人が同時にメールを貰うという５秒も

ないシーンは画面を９分割して同時進行を表現した。

撮影には途方も無い時間がかかったカットが一瞬のシ

ーンに落とし込まれている。このように、編集も撮影

以上に重要な任務であることを日々、自覚するように

なっている。 

 

5. おわりに〜就活活動と卒業制作 

実を言うと、私たちは12月から始まった就職活動に

おいて、目指す業界が全員違う中で、“内定が出ない”、

“親からのプレッシャー”。“将来への不安”などみん

ながもどかしい気持ちになってしまい、ぶつかりなが

ら葛藤していく中で、卒業制作も同時進行で進めてい

るのである。 

卒業制作の中でも、「全員が就活生」という実際の自

分達と同じ状況で、様々な個性を持っている、みんな

それぞれ不安ある、など沢山の重なる部分がある。し

かし、この作品を通して、最後にはその不安をも乗り

越えていく力を身につけることができた。 

さらに自分たちが登場人物であり、制作者であること

によって作品に対して愛着が湧き、よりモチベーション

が上がった。このことで短編映画としての完成度が高ま

り、本来の目的である「ゼミ生全員で納得できる作品を

作る」ということが達成された。10人がすべての役割を

果たすという難題に挑戦したのが就職氷河期の現在で

あることは、きっと将来の思い出として私たちの心に残

ることだろう。 
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